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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

・ 法人税等の計上は簡便な方法により計算しております。 

・ その他影響の僅少なものについては、一部簡便な方法により計上しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
      

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 
連結(新規) 1 社 (除外) －社  持分法(新規) －社 (除外) －社 

２．平成 19 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4月 1日～平成 18 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

（単位：百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益      四半期(当期)純利益

百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年 3 月期第 3四半期  22,975  △11.9  △1,039  －  △1,045  －  △684  －

18 年 3月期第 3四半期  26,070  1.7  710  －  776  －  298  －

(参考)18 年 3 月期  38,287 △3.9  1,121 －  1,152 －  377  －

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

円    銭 円    銭

19 年 3 月期第 3四半期  △34.36 － 

18 年 3月期第 3四半期  15.04 － 

(参考)18 年 3 月期  17.04 － 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における情報サービス業界の状況は、情報処理の伸び悩みがありましたが、ソフトウェア開

発を中心に総じて売上は増加傾向を辿りました。しかしながら、依然として低価格化、競争激化による、利益面で

の厳しい環境は継続しております。 

このような環境の中、当社グループは、10 月に設立された純粋持株会社㈱JBIS ホールディングスのもと、

今年度の重点課題である、市場ニーズにあった商品・ソリューションの選択と集中を図ること、強いブラン

ドを構築していくこと、地域とお客様への密着した営業活動を徹底し、高い信頼を得ることなどに取組んで

まいりました。 

事業分野別活動として、証券分野は、証券総合システム(SIGMA21)の機能向上を図り、新規顧客の獲得に

つとめました。金融分野は資金証券システム、統合リテールバンキングマネージメントシステムの拡販を中

心に受注活動を展開いたしました。公共分野は総合行政情報システム(NewLifeⅢ)の後継となる新商品

(WizLIFE)の販売活動を開始いたしました。産業・文教分野では、確定給付企業年金加入者管理システム

(COPS)の受注が伸長したほか、製造業向けプロセスバッチ型統合管理システム(JIPROS)も活発に提案活動を

行っております。子会社関連では、産業・文教分野での IC カード製造業務が引続き好調に推移いたしまし

た。 

この結果、受注は順調に推移いたしましたが、第 3四半期までのグループ全体の売上高は、金融分野にお

けるソフトウェアプロダクト販売の減少があり、22,975 百万円(前年同期比 11.9%減)となりました。 

サービス区分別売上では、情報サービスは、ほぼ前年並みで推移いたしましたが、インターネットサービ

スおよびソフトウェア開発は前述の売上減要因により、システム販売は選別受注により減少いたしました。 
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損益面では、売上減により経常損失は 1,045 百万円 (前年同期は 776 百万円の経常利益)、四半期純損失

は 684 百万円 (前年同期は 298 百万円の四半期純利益)となりました。 

 
  平成１9年３月期第 3四半期の当社サービス区分別連結売上高は次のとおりです。 

  （単位：百万円未満切捨て、%） 

 当四半期 前年同四半期 対前年同期比増減額 増減率 

情報サービス  11,454  11,798  △343  △2.9 

インターネットサービス  1,314  1,511  △197 △13.1  

ソフトウェア開発  8,651  10,955  △2,303 △21.0  

システム販売  1,554  1,804  △250 △13.9  

売上合計  22,975  26,070  △3,094  △11.9 

 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

１株当たり 
純 資 産 

百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年 3 月期第 3四半期 28,645 12,476 41.2 590.61 

18 年 3 月期第 3四半期 30,617 12,704 41.5 639.69 

(参考)18 年 3 月期 31,190 12,907 41.4 647.91 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
当第 3四半期末における総資産は前連結会計年度末比 2,544 百万円減少し 28,645 百万円となりました。 
主な要因は流動資産が 2,609 百万円減少したことによるものです。一方、負債残高は前連結会計年度末
比 1,734 百万円減少いたしました。主な要因は買掛金および未払金が 2,273 百万円減少したことによるも
のです。 
 
 

○ 添付資料 

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 
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〔添付資料〕 

 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円、％） 
当四半期 

(平成 19年 3月期 
第 3四半期末) 

前年同四半期 
(平成 18年 3月期 
第 3四半期末)  

対前年比 
増 減 額 

前連結会計年度 
(平成 18年 3月期末)

 
         期 別 
 
 科 目    金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比

(資 産 の 部)    

流  動  資  産 11,110 38.8 12,405 40.5 △1,295 13,719 44.0

 現 金 及 び 預 金 1,898 2,099 △201 2,996

 受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,942 5,584 △1,642 7,012

 た な 卸 資 産 2,594 2,759 △165 1,678

 繰 延 税 金 資 産 1,484 993 490 948

 そ の 他 1,203 1,008 194 1,123

 貸 倒 引 当 金 △13 △41 27 △40

固  定  資  産 17,535 61.2 18,212 59.5 △676 17,471 56.0

 有 形 固 定 資 産 5,150 18.0 4,626 15.1 523 4,654 14.9

 建 物 及 び 構 築 物 2,005 1,688 317 1,728

 機械装置及び運搬具 73 97 △23 87

 工 具 器 具 及 び 備 品 220 110 110 108

 土 地 2,849 2,730 119 2,730

 無 形 固 定 資 産 6,824 23.8 7,954 26.0 △1,129 7,351 23.6

 ソ フ ト ウ ェ ア 5,109 7,462 △2,353 6,664

 ソフトウェア仮勘定 1,617 395 1,222 591

 そ の 他 97 96 1 95

 投資その他の資産 5,560 19.4 5,631 18.4 △70 5,465 17.5

 投 資 有 価 証 券 2,007 1,939 68 2,143

 差 入 保 証 金 1,456 1,534 △78 1,526

 繰 延 税 金 資 産 1,761 1,822 △60 1,495

 そ の 他 425 398 27 396

 貸 倒 引 当 金 △91 △63 △27 △96

資   産   合   計 28,645 100.0 30,617 100.0 △1,971 31,190 100.0
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 （単位：百万円、％） 
当四半期 

(平成 19年 3月期 
第 3四半期末) 

前年同四半期 
(平成 18年 3月期 
第 3四半期末) 

対前年比 
増 減 額 

前連結会計年度 
(平成 18年 3月期末)

    
            期 別 
 
  科 目   金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比

(負 債 の 部)  

流  動  負  債 9,359 32.7 9,089 29.7 270 10,135 32.5

 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,037 2,273 △236 3,066

 短 期 借 入 金 4,588 3,920 668 3,360

 未 払 法 人 税 等 78 404 △325 139

 賞 与 引 当 金 318 244 74 547

 そ の 他 2,336 2,246 89 3,020

固  定  負  債 6,809 23.7 8,471 27.7 △1,662 7,767 24.9

 長 期 借 入 金 2,478 4,686 △2,207 4,134

 退 職 給 付 引 当 金 3,791 3,479 311 3,297

 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 423 230 193 262

 負 の の れ ん 107 31 76 30

 そ の 他 7 42 △34 42

負  債  合  計 16,169 56.4 17,560 57.4 △1,391 17,903 57.4

(少 数 株 主 持 分)  

 少 数 株 主 持 分 － － 352 1.1 － 379 1.2

(資   本   の   部)  

 資 本 金 － － 2,460 8.0 － 2,460 7.9

 資 本 剰 余 金 － － 2,997 9.8 － 2,997 9.6

 利 益 剰 余 金 － － 6,988 22.8 － 7,067 22.7

 その他有価証券評価差額金 － － 354 1.2 － 478 1.5

 自 己 株 式 － － △95 △0.3 － △95 △0.3

 資 本 合 計 － － 12,704 41.5 － 12,907 41.4

負債 、少数株主持分及び資

本合計 － － 30,617 100.0 － 31,190 100.0

(純 資 産   の   部)  

Ⅰ 株 主 資 本  

 1.資 本 金 2,460 8.6 － － － － －

2.資 本 剰 余 金 3,000 10.5 － － － － －

3.利 益 剰 余 金 6,069 21.2 － － － － －

株 主 資 本 合 計 11,530 40.3 － － － － －

Ⅱ 評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 282 1.0 － － － － －

Ⅲ 少数株主持分 664 2.3 － － － － －

純 資 産 合 計 12,476 43.6 － － － － －

負 債 ・ 純 資 産 合 計 28,645 100.0 － － － － －
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
（単位：百万円、％） 

当四半期 前年同四半期 前連結会計年度 
自 平成 18 年 4月 1 日 自 平成 17 年 4月 1 日 自 平成 17 年 4月 1 日

至 平成 18 年 12 月 31 日 至 平成 17 年 12 月 31 日 

対 前 年 
同 期 比 
増 減 額 

至 平成 18 年 3月 31 日

 
            期 別 
 
  科 目 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 金  額 構成比

売 上 高 22,975 100.0 26,070 100.0 △3,094 38,287 100.0

売 上 原 価 20,040 87.2 21,307 81.7 △1,266 31,368 81.9

売 上 総 利 益 2,934 12.8 4,763 18.3 △1,828 6,918 18.1

販売費及び一般管理費 3,974 17.3 4,052 15.6 △78 5,797 15.2

営業利益又は営業損失(△) △1,039 △4.5 710 2.7 △1,749 1,121 2.9

営 業 外 収 益 83 0.4 172 0.7 △89 181 0.5

営 業 外 費 用 89 0.4 106 0.4 △16 150 0.4

経常利益又は経常損失(△) △1,045 △4.5 776 3.0 △1,822 1,152 3.0

特 別 利 益 27 0.1 4 0.0 22 5 0.0

特 別 損 失 43 0.2 104 0.4 △60 369 0.9

税金等調整前四半期(当

期)純利益又は税金等調整

前 四半期純損失（△） 

△1,061 △4.6 677 2.6 △1,739 788 2.1

税 金 費 用 △390 △1.7 380 1.5 △771 385 1.0

少数株主利益（控除） 13 0.1 － － 13 25 0.1

少数株主損失（加算） － － 1 0.0 △1 － －

四半期(当期)純利益又は

四半期純損失（△） 
△684 △3.0 298 1.1 △982 377 1.0

 
 

以 上 
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